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    This study has been made on the interrelation between the ship's motions and warp ten-
  sion, and discussed on the basis of an experimental study of a full-scale ship during fishing 
  operations. The field measurement was conducted on a 600 GT fishery training ship from 
 10  th to  25  th of December, 1980. In the experiment, recording of warp tension and the 
  ship's motions was made on the data recorder (KYOWA,  RTP-501AL). To the analysis of 
  these recorded data, the statistical method was applied. The several results obtained have 
  been as  follows: 
    1) The amplitudes of warp tension and the ship's motions were to the Gaussian distribu-
  tion. Moreover, the maxima of warp tension and the ship's motions were distributed ac-
  cording to Rayleigh's distribution functions. 
 2) The frequency response functions of warp tension to the ship's motions were estimated 
  by the cross spectrum method.
緒 言
漁船 は荒天中において も漁携 のための操業 を実施す
る事が多い.従 って,操 業中は大 きな漁具 によって漁
船 の運動が制約 されている。漁船 の海洋波 中におけ る
運動が一般船舶 と区別 し て論 じ られねぽ なら ない点
は,一 般船舶に要求 される耐航性に加え,「 漁船が広
義 の漁具であ り,そ の漁法上 の安全な作業性」 とで も
い うべ き点 にあ ると言え る.
漁携におけ る漁船 および漁具 の問題については多 く
の研究 がある.し か し,こ れ らの研究では両者を別個
に取 り扱 った ものが多い.両 者 の力学的相互 関係 につ
いての研究は少な く,天 下井(1,2),川 島(3)お よ
びJr.H.Vermer(4)ら に よる研究がな されてい る
に過 ぎない.
各国の200海 里専管水域が設定 され,限 られ た海域,
期間,操 業種類 および魚種等の制限規則 と,ま た近年
の漁船の大型化 とともに,操 業 は荒天時においても常
時行 なわれ るように なって きた.こ の ような 状況下
で,船 体運動 と漁具 との動 力学的相関関係を十分明 ら
か にす る事は安全 な操業を確保す る漁法上か らも,ま
た漁具資材論的観点か ら も重要 な ことである,そ こ
で,本 研究 では トロール船の曳網中の ワープ張力 と船
体運動 とを同時 に計測 し,両 者 の力学的相関関係 とワ
ープ張力の統計的特性について検討 し,若 干 の知 見が
得 られたので報告す る.




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































張力 の応答特性 も変化す ると考 え られ る.す なわ ち,
波浪に対する船体運動の相対針路別応答特性 とほぼ同
一傾向にある事が認め られた.一 部Rollingと 相対
波高のHeadseaお よびFollowing seaで 特に異な
る特性であったが,そ の原因としては次の よ うに考 え
られる.本 研究では船体運動を入力 とし,そ の出力 と
しての ワープ張力変動 に ついてのみ検討 した.し か
し,ワ ープ張力が船体運動に対 して逆 に影響をお よぼ
していると考え られ る張力系の フィー ドバ ック系 の存
在 によるものと推察 され る.今 後 は,波 浪 とワープ張
力 との関係お よび上記 フィー ドバ ック系 も含 めて,波
浪,船 体運動お よび ワープ張力の三者 の関係 を総合的
に検討 してい くつ もりである.
要 約
漁法上漁船 と漁具を一体 として,安 全 な操業を確保
す る目的 で船体運動 とワープ張力変動 との力学的相関
関係につ いて検討 し,次 の知見を得 た.
1.ワ ープ張力変動の短期特性 として,振 幅の分布
はガ ウス分布であった.一 方,極 値の分布 は レイ レイ
分布で示 され,さ らに,振 幅 の標準偏差 と極値の平均
値,RMS,1/3最 大平均値お よび1/10最 大平均値 との
関係はLonguet-Higginsの 示 した理論値 と一致 した.
従 って,ワ ープ張力 変動 について も波高お よび船体運
動 と同様,不 規則振動現象 としての取 り扱いが有効 で
あ る.
2・ 左右両舷の ワープ張力の関係は,海 況の相違,
曳網針路お よび両舷 ワープの展開状態等に よ り張力 の
絶対値 に大小はあって も,そ の変動現象その ものには
差がなか った.す なわち,右 舷 ワープ張力を入力 とし
左舷 ワープ張力を その出力 と す る周波数 応答特性 か
ら,コ ヒー レンシイは高 く,位 相差 は少 な く一定値を
示 した.
3.船 体運動 と相対波高に対する ワープ張力の波浪
階級別お よび相対針路別応答特性について,海 況の変
化に伴 う特性変化は,海 況が4～5ま ではほ とんど認
め られないが,海 況6で は一部変化が現われた.相 対
針路別 では,船 体運動 の波浪 に対す る応答特性が相対
針路 によって大 きく異 なるため,そ の影響 によ りワー
プ張力 の応答特性 も変化 した.従 って,波 浪,船 体お
よび漁具 の三者間の相関関係については,漁 具か ら船
体運動への フィー ドバ ック系 も含 めて総合的に検討す
る必要がある.
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